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² 本稿で用いている音韻表記の一部について，sjは [ʃ]，cjは [tʃ]，zjは [dʒ，ʒ]，hは [h，ç]，fは [ɸ]である。
また N，M，Lは成節的な子音であり，その音価はそれぞれ [n，ɲ，ŋ，ɴ，…]，[m]，[l]である。また促音
は qで表している。












































（5）  tarama-kara　oto:-ja　ikï,　nara:　kuma-Nke:　kï:-ti.　多良間からお父さんは行く {ft. 行っ
た }，（それと入れ替わりで）自分はここへ来る {ft. 来た }って。
（6）  a-ga　bikiduM-ja　sjaki-u　num-aN=jo:.　私の夫は酒を飲まないよ。




















長母音 a:, i:, ï:, u:, o:
成接的子音M, N -ja（非脱落）
cja:-ja, mi:-ja, zï:-ja, kju:-ja, oto:-ja, 
bikiduM-ja, baN-ja
連母音 ai, ui, (ei) -ja（非脱落） kanagai-ja, kui-ja, (uNmei-ja)
短母音 a, e, i, ï, u [j]の脱落，長母音化 sjiNka:, Mme:, ime:, kamacë:, pïto:
成節的子音 L [j]の脱落，促音化 tuqra
※指示代名詞－末尾音は Lだが促音化ではなく長母音化（ex. kuL＋ -ja＞kure:）
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　続いて，格の「とりたて」方および他のとりたて助辞 4との承接関係を示す。格の「とりたて」






（19）  pa:isja-nu-du　buL,　ka:di-Nka:. (＜-Nka＋ -ja)　 歯医者がいる，カーディには。{note. カー
ディは屋号。元々カーディ家があった場所に現在は歯医者が住んでいるということ }
（20）  saNgacuhacuka-N-ja,　naNka　jokjo:-nu　a-tui,　3月 20日には，何か余興があって，
（21）  oba:-ja　ja:ma-Nke:-ja　wa:r-a[maN.　おばあさんは八重山へはいらっしゃらない？
（22）  naka-Nka-kara:　sja:ru-nu zju:-sji:,　tuNdi:　ku:-ti　su-ba, (＜-kara＋ -ja)　（穴の）中からは
猿の尾で {ft. 尾を掴んで }，出てこようとするから，
（23）  kare:　aN-to:　icjafu-N　ataL. (＜-tu＋ -ja)　あの人は私とはいとこにあたる。
（24）  niNgiN-nu　cïkara-sji:-ja,　mura-game:　mutai-gu:sja-ne:N-ni:, (＜-gami＋ -ja)　人間の力で
は，村までは持てそうもないので，




（26）  aN-juqra　ni:ni:=jo:.　（あの人は）私よりは兄さん（だ）よ。{note. 年上ということ }
　また他のとりたて助辞との承接関係について，他の係助辞とでは〈疑問〉の -gaへの後接とい
う形でのみ現れうるようである。副助辞とではその前後関係は助辞によって異なっており，古典





田 1922: 142，( )は引用者）というそれぞれの統語論的機能の違いをみとめ，明確な線引きは困難であるとい
う前提のもと，これらをとりたて助辞の下位区分として扱っている。





・nagajamaja:-ja　i[k-aN.　ナガヤマヤー（へ）は行かない？ {ft. ～行かなかった？ }
7 多良間島方言のとりたてのカテゴリー全体の記述は別稿に譲る。なお，拙論（2006）『多良間方言の空間と
時間の表現』（学位論文，千葉大学）の「序論　多良間方言概説」「3形態論」に，体系表のみ示してある。
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（27）  seNsjo:-ga-ja　ar-aN.　akaguci-nu-du　unai-N　a-taL=pazï.　先勝は違うだろう（よ）。赤口
がその間に {note. 友引と先勝の間に }あったはず。
（28）  ta:-ga　kaNsjinu　sïgutu:-game:　sji:　ukï=ga-ti:　M:na　sjawagï-Nki:,　誰がそのような 8仕





（31）  agai,　purimunu-nu　Mme,　kare:　kaNpuni-gama=do:.　qvata: ure:-tuM　sïs-aN=na:.
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（37）  “ure　nara-ga　munu　aL-ba,　nara-N　turasji”　「そいつは自分 {ft. 私 }のものだから，私





ていける人間 {ft. 私は月にいてこそ生活をしていける人間です }。自分 {ft. 私 }は天の人間
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¹³ 本研究では便宜的に第 1形容詞（サアリ形容詞）と第 2形容詞（「ナ形容詞」に相当）とを区別していない。
¹4 なお，その「特性」が「過去のあるときにあらわれた特性」（高橋 1986）である場合，そのコトガラは時
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（52）  kata　cja:　ure:.　saNpiNcja:-ja　katasjada:L.　濃いお茶それは。サンピン茶は濃い。
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（71）  qfazime:,　mata　ja:-Nka　bu-tui-mai　junaka-du　upusja　nakï-ba　pïru-nu　nakï　kui-ja





（74）  “janafucë:　du:-Nke:-du　ma:L.”　「悪口は自分に回る {ft. 戻る }。」
（75）  “azja-gama,　kaNsinu　ju:-du　tura:　mura-Nke:　ki:,　pïtu-nu　qfa-uba:　nusumi:　ikï-
ti:-ja　a[r-aN.　agai　utuqranu.”　「兄さん，こんな夜虎は村へ来て，人の子供を盗んでい
























（84）  kunu　kiNgjo:　Mme　sïni:　buL.　この金魚はもう死んでいる。{note. 「金魚が浮いている
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のを見て」という前提 }
（85）  a:　aNsji:=na-ti:,　akirami-tui　kunu　ka:　dusï-gama:　ja:-Nke:　muduri:　ukï=sja:.




「確かに，自分 {ft. 私 }はその玉を飲んでいる，今吐き出すから」と吐き出して，
























¹7 特性形容詞 gabjo:sja:L（痩せている）の準体形の ju格形式と動詞 sï:（する）がくみあわさって，全体で自
動詞相当にふるまっている例である。便宜的にここに位置づけておく。











































（107）  asjugadu　mutunuse:　kau　nusï-Nke:-nu,　uqka-nu-du　kanagai-kara a-taL-gi　munu.
   だけど元主は（その牛を）買った主への，借金が昔からあったらしい。
4.2 否定文









金ではなくて，紙 {note. 紙銭のこと }を焼いたカラ灰だったから，
（111）  agu:i　aN-ja　ar-aN=jo:.　あれ，私ではないよ。







（114）  Mme　uma-kara　kaju:　pïtu-nu　Mme:,　ti:-ju　a:sj-aN-gutu-na-nu　pïto:　ne:-dataM-ti:. 
もうそこから通う人たちは，（お爺さんの墓標に）手を合わさない人はなかったそうだ。
¹8 なお，3.1.2「不足型」の名詞述語の否定文の用例は確認できていない。
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○名詞述語文
 a. [NP1-ja　NP2　(COP)] I型：「包摂関係」，判断の主題






 f. [NP1-ja　(NP2-ju/ba/ni)　VP] I型：「特性規定」，判断の主題























 j. [NP1-ja　NP2(-ni　AL)]型：所在文，NP2＝ NP1の在りか
 k. [NP1-ja　NP2-nu　AL]型：「所有関係」の存在文，NP1＝ NP2の所有者
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○否定文
 l. [NP1-ja　NP2-ja　COP-NEG]型：「包摂関係」の名詞述語文（a）の否定文
 m. [NP1-ja　NP2-ja　NE:N]型：「所有関係」の存在動詞 aL述語文（k）の否定文
○指示代名詞主語文
 n. [指示代名詞 -ja　(NP-ja)　X]
○対比構文
 o. [NP1-ja　X，NP2-ja　X]型：明示的な対比
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On the -ja Construction in the Tarama Dialect of Southern Ryukyuan
SHIMOJI Kayoko
Okinawa International University
Postdoctoral Research Fellow, Department of Language Change and Variation,
National Institute for Japanese Language and Linguistics [–2011.03]
Abstract
Th e particle -ja, which corresponds to -wa in Japanese, is widely used in Ryukyuan languages in 
general. Previous studies on this particle have mostly focused on its morphological aspects such as 
allomorphy and combinatory possibilities with other particles, leaving aside other aspects such as 
grammatical function and meaning. Characterisation of -ja in Ryukyuan as compared with -wa in 
Japanese has also been left open for future research.
  Focusing on Tarama (Southern Ryukyuan), this study aims to describe basic construction types 
in which -ja occurs, and their structures and functions. I will show that subject NPs marked with 
-ja in nominal and adjectival predicates denote what I call ‘topic of judgement’, whereas those in 
verbal predicates denote what I call ‘topic of relevance’. Other -ja constructions include existential 
predicates with the existential aL, negative constructions, and comparative constructions.
Key words: Ryukyuan, Tarama, particle -ja
